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校庭のあちらこちらで６年生の門出を祝うように、色とりど

りの花が咲き始めました。

いよいよ明日１８日（金）に第１１３回卒業証書授与式を

挙行いたします。本年度も感染対策のため、在校生は参列

することができません。そのために、１６日に在校生（４、５

年）と卒業生による「お別れの会」を行いました。これは、卒

業式の中で行っていた在校生と卒業生による呼びかけの場

面を取り出したものです。思いのこもった一言一言が、心に

響きました。また、声量に制限がある中、限られた時間で練

習した「卒業の歌」や「お別れの歌」でしたが、体育館に気持ちのこもった優しい歌声が響き渡り、別れ

の寂しさがこみ上げてきました。

そして、本日全校児童で「お別れ式」を行いました。在校生代表、加藤虹花さんの、６年生へのあふれ

る感謝の気持ちを綴った「お別れの言葉」と、卒業生代表の近藤蔵ノ介さんの、これまでの小学校生活を

懐かしむ思いと、在校生に贈るエールを綴った「お別れの言葉」は、校庭の春風とともに全校児童、職員

の心を温かくしてくれました。

６年生ありがとう

「感謝の気持ちを形にしたい!」と、６

年生が学校中の環境整備をしてくれ

ました。黙々と、時間いっぱい取り組む

姿に、６年生の熱い思いを感じるとと

もに、これまで一緒に過ごしてきたい

ろいろな場面が思い出され、りっぱに

成長したうれしさが込み上げてきまし

た。本当にありがとう。


